
             
重点地区景観計画 御幸通り周辺地区  

 

 

 

 

         



   
■地区の名称 
御幸通り周辺地区  

■地区の区域及び面積 
（法第８条第２項第１号） 
□地区の区域 
主要地方道井川湖御幸線 

（国道１号～中町交差点） 

※道路区域端から 10ｍの等距

離線の区域のうち、景観計画

重点地区駿府城公園周辺地区

の区域を除く、右の区域図に

示す区域 

□面積 
約 4.1ha 

 

■指定年月日 
令和２年４月１日     

   
１．景観形成の目標及び方針（法第８条第３項） 
１）景観形成の目標 

 

 

御幸通りは、本市の玄関口であるＪＲ静岡駅と駿府城跡や官公庁街、浅間神社参道を

結ぶ、歴史的要素と文化的要素を合わせ持った、本市の象徴といえる重要な路線です。  

一方で、駿府城を中心とした駿府城下町の歴史的骨格を持つ静岡市中心部と、駅を中

心とした近代的な都市構造との融合を果たすため、昭和初期の都市計画により整備され

た近代化の象徴といえる路線であり、現代的な都市基盤整備や商業、業務施設の集積が

進められてきました。 

このため、駿府城跡が醸し出す歴史文化の風格とともに、来街者が行き交う賑わいの

ある駿府百年の計の景観づくりを進めます。  

静岡市の玄関口にふさわしい、駿府の風格と都市の賑わいを感じる景観づくり 

重点地区景観計画 御幸通り周辺地区 

：地区の区域 
：静岡駅前から江川町交差点 

：江川町交差点 

：江川町交差点から中町交差点 



２）景観形成の基本方針 
①駿府から静岡までの都市の変遷や歴史的背景を尊重 

御幸通りの各エリアにおける歴史的な位置付けや都市構造を形成した経緯を尊重する

と共に、静岡駅と駿府城跡を結んだ御幸通りの歴史的背景を重視し、双方の存在をより

近づける景観まちづくりを推進 
②駿府の歴史文化の資産を活かす 

御幸通りに江戸期の伝統色を落とし込むことなどにより、駿府と静岡との調和を図る

と共に、石垣や緑などの歴史文化資産を印象付けることで、駿府城跡が醸し出す歴史文

化の風格を感じる景観まちづくりを推進 
③来街者が行き交う賑わい景観の創出 

賑わう人々が演出する良好な都市景観を形成するため、歩きたくなる御幸通りを目指

し、静岡駅、駿府城公園、浅間神社及び商業エリアの回遊性を高める歩行者にやさしい

景観まちづくりを推進            
 

 

 

 

 

 

 

  

景観形成の基本方針のポイント 
〇都市構造の可視化 

ＪＲ静岡駅と駿府城跡が近接し、駿府時代の町割りも残ることが特徴的な都市構造である。こ

の特徴を可視化し、洗練することで、より静岡らしい景観まちづくりを推進する。 

〇静岡らしさの磨き上げ 
駿府城公園が持つ緑を周辺に滲みだすことで、駿府城公園の印象を共感でき、ＪＲ静岡駅と駿

府城公園の視覚的な近接性により静岡独自の景観を形成する。 

〇緑の拠点の形成 
駿府城公園が持つ歴史文化や風格 

を緑に託し、主要な交差点に緑の拠 

点を形成する（特に静岡駅からビス 

タ※としての役割を担う江川町交差点） 

ことで、駿府城公園が持つ風格を通 

りに落とし込むと共に、公園を感じ、 

誘う景観形成を推進する。 

〇歩道空間の景観形成 
風格ある駿府城公園の沿道景観と 

して、歩道空間は、緑、色彩により 

歴史性、賑わいを兼ね備えた景観形 

成を推進する。 

浅間神社

駿府城公園 
（駿府城跡） 

JR 静岡駅

御幸通り

※ビスタ：両側に並木や建築物などが並んだ奥行きの深い眺めのこと。「通景」や「見通し景観」などともいう。 



３）景観形成の分野別方針 
①歴史文化資産に関する方針 

歴史文化資産の核である「駿府城跡」の石垣やお堀、緑の見える景観が通りの誇りで

あることを理解し、それらを尊重し、借景し、活かす景観へと誘導することで、御幸通

りから外堀、中堀、駿府城公園内へと人々を誘う、歴史文化を感じる風格のある景観を

形成する。 
②緑化に関する方針 

主要な交差点にアイストップ※となる高木を植樹することで、駿府城公園から滲み出

た緑を演出し、通りに駿府城跡の存在を印象付け、歴史文化を感じる風格のある景観を

形成する。 
③道路に関する方針 

歩いて楽しい歩行者にやさしいユニバーサルデザイン※のまちづくりを第一に考え、

歩行や景観を阻害する要素を整理することで、既存の歩道空間を最大限に活用する。ま

た、通過交通量の縮減や歩行空間の充実、交差点の平面横断化を図ることで、回遊性が

高く、歩行者や自転車優先の賑わいを感じる道路景観を形成する。 
④沿道に関する方針 

建築物の形態や色彩等について一定のルールを設け、官民一体となった良好な景観形

成を推進する。また、沿道の店舗等の賑わいや潤い、光り、香り等を歩道に効果的に演

出することで、訪れる人に“おもてなし”を感じさせる魅力ある沿道景観を形成する。 
⑤屋外広告物に関する方針 

撤去を中心とした誘導ではなく、御幸通りの風格や歴史文化資産を阻害しないよう、

一定のルールを設けることで、屋外広告物の機能やまちの賑わいを維持しつつ、魅力あ

る景観を形成する。 
⑥色彩に関する方針 

風格や歴史文化資産を阻害しないよう、沿道の建築物や工作物、道路、屋外広告物等

の色彩誘導を図る。また、江戸期の伝統色を基調とし、「綺麗さび※」の美をまちに落と

し込むことで、歴史文化を感じる風格のある景観を形成する。          
※アイストップ：見通しの良い通り景観の正面にあり、人の視線を引きつけ又は印象に残る建築物、樹木などのこと 
※ユニバーサルデザイン：年齢や障害の有無、体格、性別、国籍などにかかわらず、すべての人にわかりやすく、

利用しやすいデザインのこと 
※綺麗さび：誰からも美しいと云われる客観性の美、調和の美を示す美的観念で、この言葉を用いた人物は、茶

人であるにも関わらず、作事奉行として駿府城の建設に関わった「小堀遠州」という茶人であることか

ら、駿府のまちとは深い縁のある言葉と考えられます。 



２．地区別の景観形成方針及び基準（法第８条第２項第２号、第３項） 

御幸通り景観形成方針に基づく良好な景観形成を推進するため、同方針が景観形成の対象

としている「ＪＲ静岡駅前」から「中町交差点」までのエリアを、性格の異なる３つの地区

に分割し、地区の特徴や役割に応じた地区別の方針及び基準を策定する。     

駿府城公園 
江川町 中町 

ＪＲ静岡駅前から 
   江川町交差点 江川町交差点 江川町交差点から 

    中町交差点 
ＪＲ静岡駅 

ＪＲ静岡駅前から江川町交差点 
江川町交差点 
江川町交差点から中町交差点 ◆賑わいの中にも歴史文化や風格を感じさせる都市的な景観形成を推進す

ると共に、その先にある駿府城跡を感じさせ、誘う景観形成を推進する。 
◆駿府城公園周辺エリアであり、御幸通りから駿府城公園へ誘う重要な結節

点であることから、隣接する駿府城跡を感じさせる景観形成を推進する。 
◆駿府町割りにおいて、重要な役割を持つ五叉路であることや駅からの視覚

的近接性を可視化していく景観形成を推進する。 
◆現存する駿府城跡のお堀の石垣や水、緑が醸し出す歴史文化や風格と調和

し、活かす景観形成を推進する。 

地区別方針 
地区別方針 地区別方針 



 

御幸通り景観形成基準 

～ＪＲ静岡駅前から江川町交差点～         
「御幸通り景観形成方針」における景観形成の目標を実現するため、景観形成の基本方針及び分野

別方針に基づく以下の景観形成基準により具体的な景観誘導を行うことで、短期、中期、長期及び

その先の百年の計を目標とした景観形成を推進すると共に、後世に誇れる駿府の風格と都市の賑わ

いを感じる景観形成を段階的に推進する。 

 

景観形成基準 

１）建築物の 

外壁・屋上 

〇駿府城跡へ誘う重要な地区であることから、静岡市の玄関口としてのにぎ

わいを創出すると共に、建築物の形態、色彩、意匠は、まち並みと調和、

統一感のあるものとし、また、駿府城跡が醸し出す歴史文化や風格にふさ

わしいデザインとするよう努める。 

〇御幸通りから見える低層部の壁面は、外壁形状、素材もしくは色彩にて分

節し、周辺とその高さを揃えることで、まち並みとの調和及び一体性を図

ると共に、江川町交差点への良好なビスタ※を形成するよう努める。 

〇御幸通りから見える建築物の側面は、正面の外壁と同様の材質を使用する

など、沿道景観への配慮を行う。 

○建築物の屋上や御幸通りに面する外壁は、周辺建築物等からの潤いのある

見下ろし景観や沿道景観を形成するため緑化に努める。  

「ＪＲ静岡駅前から江川町交差点」の地区別方針 

賑わいの中にも歴史文化や風格を感じさせる都市的な景観形成を推進すると共に、その先

にある駿府城跡を感じさせ、誘う景観形成を推進する。 

※ビスタ：両側に並木や建築物などが並んだ奥行きの深い眺めのこと。「通景」や「見通し景観」などともいう。 



２）建築物等の 

色彩 

〇建築物の屋根及び外壁等の色彩並びに工作物の外観の色彩は、別表の伝統

色を使用するものとする。 

 ただし、着色していない木材、石及びコンクリート等の材料で仕上げられ

る部分の色彩並びに静岡市景観計画に基づく静岡市景観アドバイザーへ

の相談等により、市が支障なしと認めた色彩については、この限りでない。 

３）沿道空間 
〇駿府城跡へ誘う重要な地区であることから、駿府城跡の存在を印象付ける

緑を御幸通りに演出するため、 

・御幸通りに面した１階部分の店舗等は、鉢植えなどによる自主的な緑化

に努める。 

・御幸通りに面する空地部分は積極的な緑化を図る。 

〇御幸通りに面した１階部分は、物販、店舗、サービス施設等のにぎわいを

創出する用途とするよう努める。 

〇御幸通りに面した１階部分は、ショーウィンドウ※を設け、シャッターを

シースルー化※することで、まちのにぎわいの演出に努める。 

〇御幸通りに面する低層部分は、ショーウィンドウや照明の活用により、昼

夜ともに魅力ある景観の演出に努める。 

〇御幸通りに面したオープンスペース※は、通りににぎわいや華やかさを滲

みだす空間となるよう効果的な演出に努める。 

〇通りの先にある駿府城跡を感じ、誘う景観を形成するため、歩道上への所

有物（ゴミ入れ、置き看板など）の設置や路上駐輪をすることがないよう、

敷地内にそれらのスペースを確保することで、歩道の美観とゆとりある歩

行者空間の形成に努める。 

４）建築設備など 
〇建築設備や屋外階段は、建築物と一体的なデザインとすると共に、御幸通

りから見えない位置に配置するよう努める。 

〇御幸通りから見える位置に建築設備や屋外階段を配置する場合は、それら

が直接見えないよう植栽や建築物の外壁と調和したルーバー※等により

修景を行う。 

５）照明設備など 
〇建築物や植栽、ストリートファニチャー※等をライトアップすると共に、

隣接する相互の照明との調和を図り、連続性のある魅力的な夜間景観の演

出に努める。 

６）屋外広告物 
〇屋外広告物は、効果的な掲出を行うよう文字、色彩、大きさ、設置位置等

を十分検討すると共に、魅力的な店先やまち並みを演出するよう努める。 

〇複数の店舗等を所有する建築物は、それら店舗等が効果的でまち並みと調

和した屋外広告物を掲出できるよう、建築物の形態、意匠と合わせ、屋外

広告物の掲出場所や方法を計画するよう努める。 

〇御幸通りに面した１階部分には、それら店舗等の情報を集約した集合看板

を設け、魅力的な沿道景観の形成により集客するよう努める。 

７）その他 
〇御幸通りに面する工事用仮囲いは、まち並みやにぎわいの連続性に配慮

し、修景するよう努める。 

〇自動販売機は、御幸通りに直接面して設置しない。（ただし、景観上の配

慮されている場合を除く） 

 ※ショーウィンドウ：店頭などに設置された商品などを陳列して通行人に見せるためのガラス張りの窓 
※シースルー化：シャッターによる閉鎖部分にパイプなどを使用することで、閉鎖後も透過性を確保すること 
※オープンスペース：敷地内において建物が建っていない部分の空地のこと 
※ルーバー：建築物の屋上の塔屋や建築設備などの目隠しのために縦または横に組んで取り付けた羽板のこと 
※ストリートファニチャー：道路や道路沿いに設置されたベンチ、掲示板、彫刻、噴水などの屋外設備など 



 

御幸通り景観形成基準 

～江川町交差点～         
「御幸通り景観形成方針」における景観形成の目標を実現するため、景観形成の方針及び方向性に

基づく以下の景観形成基準により具体的な景観誘導を行うことで、短期、中期、長期及びその先の

百年の計を目標とした景観形成を推進すると共に、後世に誇れる駿府の風格と都市の賑わいを感じ

る景観形成を段階的に推進する。 

 

景観形成基準 

１）建築物の 

外壁・屋上 

〇江川町交差点は、御幸通りから駿府城公園へ誘う重要な結節点であり、旧

東海道が交差する歴史性の高い五叉路であることから、建築物の形態、色

彩、意匠は、隣接する駿府城跡の外堀の石垣や水、緑が醸し出す歴史文化

や風格を優先し、それらと調和し、活かすデザインとするよう努める。 

〇江川町交差点が、ＪＲ静岡駅からのビスタ※や駿府城跡への視覚的近接性

の形成に重要な役割を担うことを意識し、御幸通りのアイストップとなる

建築物の形態、色彩、意匠は、隣接する駿府城跡の歴史文化や風格にふさ

わしいデザインとするよう努める。 

〇御幸通りから見える建築物の側面は、正面の外壁と同様の材質を使用する

など、沿道景観への配慮を行う。 

○建築物の屋上や御幸通りに面する外壁は、周辺建築物等からの潤いのある

見下ろし景観や沿道景観を形成するため緑化に努める。  

「江川町交差点」の地区別方針 

◆駿府城公園周辺エリアであり、御幸通りから駿府城公園へ誘う重要な結節点であることか

ら、隣接する駿府城跡を感じさせる景観形成を推進する。 

◆駿府町割りにおいて、重要な役割を持つ五叉路であることや駅からの視覚的近接性を可視

化していく景観形成を推進する。 

※ビスタ：両側に並木や建築物などが並んだ奥行きの深い眺めのこと。「通景」や「見通し景観」などともいう。 



２）建築物等の 

色彩 

〇建築物の屋根及び外壁等の色彩並びに工作物の外観の色彩は、別表の伝統

色を使用するものとする。 

 ただし、着色していない木材、石及びコンクリート等の材料で仕上げられ

る部分の色彩並びに静岡市景観計画に基づく静岡市景観アドバイザーへ

の相談等により、市が支障なしと認めた色彩については、この限りでない。 

〇外堀周辺の建築物及び工作物は、外堀の景観や印象を優先し、阻害しない

色彩を使用するよう努める。 

３）沿道空間 
〇隣接する駿府城跡が醸し出す歴史文化や風格を、外堀からの緑の連続性や

広がりにより江川町交差点に演出するため、 

・江川町交差点に面した１階部分の店舗等は、鉢植えなどによる自主的な

緑化に努める。 

・江川町交差点に面する空地部分は積極的な緑化を図る。 

〇江川町交差点に面する低層部分は、ショーウィンドウ※や照明の活用によ

り、昼夜ともに魅力ある景観の演出に努める。 

〇隣接する駿府城跡の歴史文化や風格にふさわしい沿道景観を形成するた

め、歩道上への所有物（ゴミ入れ、置き看板など）の設置や路上駐輪をす

ることがないよう、敷地内にそれらのスペースを確保することで、歩道の

美観とゆとりある歩行者空間の形成に努める。 

４）建築設備など 
〇建築設備や屋外階段は、建築物と一体的なデザインとすると共に、江川町

交差点や外堀沿道から見えない位置に配置するよう努める。 

〇江川町交差点や外堀沿道から見える位置に建築設備や屋外階段を配置す

る場合は、それらが直接見えないよう植栽や建築物の外壁と調和したルー

バー※等により修景を行う。 

５）照明設備など 
〇御幸通りのビスタをより魅力的なものにするため、アイストップ※となる

江川町交差点の建築物や植栽、ストリートファニチャー※等をライトアッ

プし、夜間景観の演出に努める。 

６）屋外広告物 
〇屋外広告物は、隣接する駿府城跡と調和すると共に、効果的な掲出を行う

よう文字、色彩、大きさ、設置位置等を十分検討すると共に、魅力的な店

先やまち並みを演出するよう努める。 

〇屋外広告物の色彩は、隣接する駿府城跡が持つ歴史文化や風格を阻害しな

いよう、彩度の低い色彩を使用するよう努める。 

〇御幸通りのアイストップとなる壁面等については、御幸通りからのビスタ

を担う、景観上重要な場所であることから、隣接する駿府城跡の歴史文化

や風格を阻害しないよう大きさ、色彩、材質に配慮するよう努める。 

〇複数の店舗等を所有する建築物は、それら店舗等が効果的で駿府城跡と調

和した屋外広告物を掲出できるよう、建築物の形態、意匠と合わせ、屋外

広告物の掲出場所や方法を計画するよう努める。 

〇江川町交差点に面した１階部分には、それら店舗等の情報を集約した集合

看板を設け、魅力的な沿道景観の形成により集客するよう努める。 

７）その他 
〇江川町交差点に面する工事用仮囲いは、隣接する駿府城公園が持つ歴史文

化や風格を阻害しないように配慮し、また、まち並みや賑わいの連続性に

配慮し、修景するよう努める。 

〇自動販売機は、江川町交差点に直接面して設置しない。（ただし、景観上

の配慮されている場合を除く） 

 ※ショーウィンドウ：店頭などに設置された商品などを陳列して通行人に見せるためのガラス張りの窓 
※ルーバー：建築物の屋上の塔屋や建築設備などの目隠しのために縦または横に組んで取り付けた羽板のこと 
※アイストップ：見通しの良い通り景観の正面にあり、人の視線を引きつけ又は印象に残る建築物、樹木などのこと 
※ストリートファニチャー：道路や道路沿いに設置されたベンチ、掲示板、彫刻、噴水などの屋外設備など 



 

御幸通り景観形成基準 

～江川町交差点から中町交差点～         
「御幸通り景観形成方針」における景観形成の目標を実現するため、景観形成の方針及び方向性に

基づく以下の景観形成基準により具体的な景観誘導を行うことで、短期、中期、長期及びその先の

百年の計を目標とした景観形成を推進すると共に、後世に誇れる駿府の風格と都市の賑わいを感じ

る景観形成を段階的に推進する。 

 

景観形成基準 

１）建築物の 

外壁・屋上 

〇建築物の形態、色彩、意匠は、現存する駿府城跡の外堀の石垣や水、緑、

また、赤鳥居（中町交差点）が醸し出す歴史文化や風格を優先し、それら

と調和し、活かすデザインとするよう努める。 

〇建築物の形態、色彩、意匠及び位置などは、まち並みと調和し、統一感の

あるものとする。 

〇御幸通りから見える低層部の壁面は、外壁形状、素材もしくは色彩にて分

節し、周辺とその高さを揃えることで、まち並みとの調和及び一体性を図

るよう努める。 

〇御幸通りから見える建築物の側面は、正面の外壁と同様の材質を使用する

など、沿道景観への配慮を行う。 

○建築物の屋上や御幸通りに面する外壁は、周辺建築物等からの潤いのある

見下ろし景観や沿道景観を形成するため緑化に努める。 

「江川町交差点から中町交差点」の地区別方針 

現存する駿府城跡のお堀の石垣や水、緑が醸し出す歴史文化や風格と調和し、活かす景観

形成を推進する。  



２）建築物等の 

色彩 

〇建築物の屋根及び外壁等の色彩並びに工作物の外観の色彩は、別表の伝統

色を使用するものとする。 

 ただし、着色していない木材、石及びコンクリート等の材料で仕上げられ

る部分の色彩並びに静岡市景観計画に基づく静岡市景観アドバイザーへ

の相談等により、市が支障なしと認めた色彩については、この限りでない。 

〇外堀や赤鳥居周辺の建築物及び工作物は、それらの景観資源が持つ印象や

色彩を優先し、阻害しない色彩を使用するよう努める。 

３）沿道空間 
〇隣接する駿府城跡が醸し出す歴史文化や風格を、外堀からの緑の連続性や

広がりにより御幸通りに演出するため、 

・御幸通りに面した１階部分の店舗等は、鉢植えなどによる自主的な緑化

に努める。 

・御幸通りに面する空地部分は積極的な緑化を図る。 

〇御幸通りに面する低層部分は、ショーウィンドウ※や照明の活用により、

昼夜ともに魅力ある景観の演出に努める。 

〇隣接する駿府城跡の歴史文化や風格にふさわしい沿道景観を形成するた

め、歩道上への所有物（ゴミ入れ、置き看板など）の設置や路上駐輪をす

ることがないよう、敷地内にそれらのスペースを確保することで、歩道の

美観とゆとりある歩行者空間の形成に努める。 

４）建築設備など 
〇建築設備や屋外階段は、建築物と一体的なデザインとすると共に、御幸通

りから見えない位置に配置するよう努める。 

〇御幸通りから見える位置に建築設備や屋外階段を配置する場合は、それら

が直接見えないよう植栽や建築物の外壁と調和したルーバー※等により

修景を行う。 

５）照明設備など 
〇建築物や植栽、ストリートファニチャー※等をライトアップすると共に、

外堀周辺の街路灯や隣接する相互の照明との調和を図り、連続性のある魅

力的な夜間景観の演出に努める。 

６）屋外広告物 
〇屋外広告物は、隣接する駿府城跡と調和すると共に、効果的な掲出を行う

よう文字、色彩、大きさ、設置位置等を十分検討すると共に、魅力的な店

先やまち並みを演出するよう努める。 

〇屋外広告物の色彩は、隣接する駿府城跡が持つ歴史文化や風格を阻害しな

いよう、彩度の低い色彩を使用するよう努める。 

〇赤鳥居周辺の屋外広告物の色彩は、赤鳥居の色彩を阻害しないよう、彩度

の低い色彩を使用するよう努める。 

〇複数の店舗等を所有する建築物は、それら店舗等が効果的で駿府城跡と調

和した屋外広告物を掲出できるよう、建築物の形態、意匠と合わせ、屋外

広告物の掲出場所や方法を計画するよう努める。 

〇御幸通りに面した１階部分には、それら店舗等の情報を集約した集合看板

を設け、魅力的な沿道景観の形成により集客するよう努める。 

７）その他 
〇御幸通りに面する工事用仮囲いは、隣接する駿府城跡が持つ歴史文化や風

格を阻害しないように配慮し、修景するよう努める。 

〇自動販売機は、御幸通りに直接面して設置しない。（ただし、景観上の配

慮されている場合を除く） 

※ショーウィンドウ：店頭などに設置された商品などを陳列して通行人に見せるためのガラス張りの窓 
※ルーバー：建築物の屋上の塔屋や建築設備などの目隠しのために縦または横に組んで取り付けた羽板のこと 
※ストリートファニチャー：道路や道路沿いに設置されたベンチ、掲示板、彫刻、噴水などの屋外設備など 



■建築物の屋根及び外壁等並びに工作物の外観に使用する伝統色   別 表 



 


